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平成24年第１回教育委員会臨時会会議録 

 

平成 24年５月９日午後２時大田区教育委員会臨時会を開催した。 

 

１ 出席委員 

藤 﨑 雄 三   委 員 委員長 

横 川 敏 男   委 員 委員長職務代理者 

鈴 木 清 子   委 員  

尾 形  威    委 員  

芳 賀  淳    委 員  

清 水  繁    委 員 教育長 

                           計 ６ 名 

 

２ 出席した職員 

教育総務部長 金 子  武 史 

教育地域力・スポーツ推進担当部長（教

育総務部副参事（国体担当）事務取扱） 
赤 松  郁 夫 

教育総務課長 青 木  重 樹 

施設担当課長 中 山  順 博 

学務課長（私学行政担当課長兼務） 水 井    靖 

校外施設整備担当課長 星   光 吉 

指導課長（幼児教育センター所長兼務） 小 黒  仁 史  

副参事 菅 野  哲 郎 

教育センター所長  菅   三 男 

社会教育課長 木 田  早 苗 

大田図書館長 山 本  成 俊 

                            計 11 名 

 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 13 条及び大田区教育委員会会議規則第

３条により、第１回大田区教育委員会臨時会を招集した者は、次のとおりである。 

                         委員長  藤 﨑 雄 三 
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○ 委員長  

ただいまから、平成24年第１回教育委員会臨時会を開催する。 

これより審議に入る。本日の出席委員数は定足数を満たしているので、会議は成立

する。 

次に、会議録署名委員に芳賀委員を指名する。 

 

 

 

日程第１          「議案審議」 

 

○ 委員長  

日程第１について、事務局職員の説明を求める。 

 

○ 教育総務課長 

 第23号議案「スポーツ健康都市宣言」原案の提出について説明する。 

「スポーツ健康都市おおた」にふさわしいまちづくりを行っていくことを広く意思

表示するためにスポーツ健康都市宣言を行う。案文を読み上げる。 

 

スポーツしよう みんな 心も からだも 元気にしよう 

スポーツ楽しもう みんな 世界の人と 手をつなごう 

スポーツで健康になろう いきいき 輝く笑顔いっぱいの まちにしよう 

区民がスポーツを通じて健康で豊かに暮らし、まちが賑わいと活力を増していくこ

とを願い、大田区をスポーツ健康都市とすることを宣言する。 

 

案文は以上であるが、趣旨、経過について担当課長から説明する。また、地方自治

法第96条第２項の規定に基づき、議会の議決による事件として第２回区議会定例会に

おいて審議していただく。 

 

○ 社会教育課長 

 「スポーツ健康都市宣言」を行う趣旨等について説明する。スポーツは競技だけで

はなく、誰もが生涯を通じていきいきと健康に暮らし、仲間作りや地域の活性化につ

ながるなど、多くの役割が期待されている。昨年６月に50年ぶりに国が改定したスポ

ーツ基本法にもこのような趣旨が明記されている。また、今年２月に策定した大田区

スポーツ推進計画でも基本理念に「誰もがずっと元気にいきいき地域の力で未来を築

くスポーツ健康都市おおた」として、３つの目標を定めている。１ライフステージに

応じたスポーツの提供、２スポーツを通じた地域力の向上等を目標に掲げている。 

６月に区民の生涯スポーツの拠点の一つとなる大田区総合体育館の開館を控えてお

り、区民のスポーツを通じた健康づくりに寄与できると考えている。区民一人ひとり

の状況に合わせたスポーツの推進に取り組み、スポーツを通じて区民が豊かで健康な
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生活を営むことへの意識をこれまで以上に持っていただくとともに、町の賑わいと地

域力の高まりの中で活力を増していくことを願い、「スポーツ健康都市宣言」を行う

ことを議案として提出する。これまでの経過について、昨年度６月の定例会で宣言を

する旨の話をしているが、区議会の所管委員会に話をした後、スポーツ振興審議会会

長である筑波大学教授の柳沢先生を座長に、公募による区民委員２名を含む区民懇談

会を２回実施して、宣言文に盛り込む内容をご意見としていただいた。また、平行し

て庁内検討会での討議を行い、宣言文案をまとめたものである。 

宣言文の趣旨は、「スポーツしよう みんな 心も からだも 元気にしよう」 

これは、様々な年齢の方が体力や体の調子にあわせて運動に親しみ、体を元気に、心

を元気にしていこうというものである。「スポーツ楽しもう みんな 世界の人と 

手をつなごう」これについては、スポーツをすることにより、スポーツを楽しみなが

ら仲間作りや生きがい作りにつながるということ、そして国際都市おおたとして、ス

ポーツを通して国際交流へのつながりが期待できるというものである。「スポーツで

健康になろう いきいき 輝く笑顔いっぱいの まちにしよう」これは、区民がスポ

ーツを通じて健康に、幸せに、豊かに、地域の活力がますます増すような願いを込め

ている。 

大田区がスポーツ健康都市づくりを今後も進めていきたいという思いを区内外に発

信していきたいと考えている。宣言については第２回区議会定例会に上程し、議決後

６月30日大田区総合体育館の開館セレモニーにおいて「スポーツ健康都市宣言」の発

表セレモニーを行い、今後区民の皆様に広くお伝えしていきたいと考えている。 

 

○ 委員長 

ただいまの説明について意見、質問はあるか。 

 

○ 尾形委員 

 すごくよいと思う。やはり生涯にわたってスポーツを愛しスポーツに親しんで、更

に健康に関心を持って地域の触れ合いを通して、明るい活気のある大田区を作ってい

くことは、とてもよいことだと思う。また、時期的にも、大田区総合体育館が開館す

ることと、テレビで「梅ちゃん先生」が放映されており、大田区に非常に関心が高ま

っている時期でもあると思う。加えて、スポーツ推進計画が策定されたこともあり、

時期的にも、内容もとてもよいと思う。 

 

○ 委員長 

ほかに意見、質問はあるか。 

 

○ 鈴木委員 

   私も、とてもすばらしいことと思っている。今、高齢者人口が増えており、元気な

高齢者向けの事業もたくさんある。ともすると、子どもを忘れがちになり、子どもの

遊び場や、子どもの居場所なども含めて、子どもを主体としたものをどんどん巻き込

んでいくようにするものがあるとよいかと思う。地域力の中に子どもを巻き込んで活
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動していくことは大切だと思うし、啓発活動に子どもは非常に大きな力を持っていて

発揮できる。大田区のＰＲを含めてまちがこぞって力を入れていくのがいいのかと思

う。 

 

○ 委員長 

ほかに意見、質問はあるか。 

（「なし」との声あり） 

 

○ 委員長 

第23号議案について、原案どおり承認してよろしいか。 

（「異議なし」との声あり） 

 

○ 委員長 

 承認する。 

これをもちまして、平成24年第１回教育委員会臨時会を閉会する。 

（午後14時11分閉会） 

 


